
情報処理実習教室にLLシステムが設けられているのは、同大・田辺校地の一角にある頒
真館・3階のTS-301と302教室。2教室は導入システムおよび学生の収容数とも全く
同じで、1教室あたり40あるブースには、4倍速のテープレコーダーとDOS/Vパソコ
ンを各1名に1台ずつと、教材などの映像提示用モニターを2名に1台設置。2教室とも
マルチメディアに対応したWE-LL500Aを導入し、語学学習用のテープやEODシステ
ムによる動画、マルチメディア教材、MD、ビデオ、インターネットやCS/BS放送など、
各種のメディアを活用した語学講義をおこなえます。実際の講義では語学を中心に、情
報処理実習などもおこなわれるなど、各学部で幅広く利用されており、さらに講義のな
い時間帯には学生が自由に自習をおこなうオープン利用室としても開放されています。

同志社大学では、高速ネットワーク網の構築や、メインフレームやパ
ソコンなどを活用した情報処理実習教育の積極的導入を図るなど、情
報教育に向けたインフラ整備を進め、学生はもとより教職員を含め
た全学的な活用を推進してきました。その一つとして97年春には、
LL機能を持った新しい情報処理実習教室を開設。これは情報処理実
習の充実を図るとともに、従来のLL教室を一新し、語学講義におい
ても双方向性の高い講義を実現していこうというものです。この新し
い情報処理実習教室に導入されたのが、エデュケーション オン デ
マンド（EOD）システムです。さらに講義の幅や教室機能を強化する
ために、パソコン用の教材配信システムやAVシステムを導入。同大
がめざすマルチメディア情報活用教育の推進に寄与しています。
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LLとEODの機能を備えた情報処理実習教室を持つ同志社大学・田辺校地

■システムの概要
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●所 在 地：京都府京田辺市多々羅都谷 1-3
●納入年月：平成9年（1997年）6月
●納入会社：関西松下システム株式会社 京滋支店

松下電器産業株式会社 公共システム営業本部 関西支店

LLを備えた新しい情報処理実習教室（写真はTS302教室）



田辺校地が開学して以来10年を過ぎ、当
初設置したLLの設備もかなり古くなって
いました。今回導入したLLシステムは、
学習機能が充実している上に、操作が分
かりやすく容易であることから、先生方
にも好評のようです。各種機器の操作は
もちろんのこと、室内照明の調節やカー
テンの開け閉めまでを操作卓からおこなう
ことができます。
学生のオープン利用では、従来からテク
ニカルアドバイスをおこなう補助員を配置
しており、新教室でもさまざな機能の活
用方法から、学習上（プログラミングな
ど）の質問に対応しています。学生の利用

や関心を高め、機器のスムーズな習得、有効活用を図っていく上で
は、そうしたサポート体制も重要であると考えています。
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今西　覚 さま

本学では、学内LANやインターネット利
用環境の整備をおこなうとともに、パソ
コンなどを利用した情報処理教育を積極
的に進めてきました。そうした情報教育
の一層の充実を図る意味から、今春マル
チメディア機能をオンデマンドで活用する
システムとLL機能とを一体化させた新し
い情報処理実習教室（2教室）を開設しま
した。
新しい教室では、さまざまなマルチメデ
ィア教材を活用して授業をおこなうこと
ができ、語学を中心に情報処理実習など
も含め、授業で広く活用されています。

また、講義以外の時間帯には、学生にオープン利用室として開放し
ており、サーバーから教材を取り出して語学やプログラミングの自
習をおこなったり、学内LANで結ばれた大型計算機の利用、さらに
インターネットを通じてホームページの検索やEメールの交換などに
利用されています。昨年秋には、映像や音声の収録、編集のおこな
えるメディア工房を開設しており、今後は同工房で作成したオリジ
ナルのマルチメディア教材などを積極的に活用していける場として
期待しています。

■お客さまの声

同志社大学
学術情報センター
情報メディア課

課長　田中昭彦 さま

●EODシステム――クライアントから要求される
大量のデータを一斉に高速配信。

〈AVサーバー用ワークステーション〉
各教室のパソコンから、同じ館内にある調整室に設けられたサ
ーバーにアクセスすれば、その要求に応じたマルチメディア教
材が高速で配信されます。サーバー用ワークステーションには
PanaStationを採用。これに大量の動画データをハードディ
スク（WE-HD10）から高速に読み出し、複数の端末へ途切れ
ることなく一斉配信できるエデュケーションオンデマンドソフ
ト（WE-AS40/400）とエデュケーション オン デマンド カ
ード（WE-ZC060）がインストールされています。

〈MPEG1エンコーディングシステム〉
MPEG1エンコーディングシステムを導入し、ビデオテープな
どの編集映像・音声をリアルタイムにデジタル化して圧縮し、
ハードディスクアレイユニットに蓄積。膨大な量のデジタルデ
ータを高速に書き込み/読み出しができ、多数の端末からの多
頻度の要求に対しても迅速に対応することができます。

〈クライアント用パソコン〉
クライアント用端末にはDOS/Vパソコンが各教室に40台（学

生ブース用）ずつ設備さ
れており、O Sには
Windows95がインス
トールされています。各
端末にはMPEG1デコー
ダーおよびサウンドカー
ドが挿入されており、
MPEGデーターや音声
データーの高品質再生を
実現しています。また、
各教室とサーバーとは
100BASE-Tで結ばれ、
教室内に設置された高速
スイッチ（100/10
Ethernet Switch）お
よびハブ（10BASE-T
Ethernet HUB）を介し
て各端末へとつながって
います。

■システムの特長
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学生用ブース

ハードディスクアレイユニットを備えたEOD用サーバー


